
陶
芸
の
魅
力
に
惹ひ

か
れ
て

　
私
が
陶
芸
の
世
界
に
出
会
っ
た

の
は
高
校
生
の
と
き
で
す
。
友
人

た
ち
が
入
る
と
い
う
陶
芸
部
に
何

と
な
く
入
部
し
た
の
で
す
が
、
陶

芸
の
魅
力
に
引
き
こ
ま
れ
、
次
第

に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
陶
芸
の
技
術
を

高
め
る
た
め
、
芸
術
大
学
や
職
人

を
養
成
す
る
職
業
訓
練
校
に
進
学

し
、
ひ
た
す
ら
作
品
を
作
り
続
け

る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
陶
芸
の
一
番
の
魅
力
は
、
一
か

ら
自
分
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
で
す
。
名
前
が「
創
」な
の

で
、
創
る
と
い
う
こ
と
に
ご
縁
が

あ
っ
た
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

出
石
焼
と
の
出
会
い

　
職
業
訓
練
校
で
出い
ず
し石
焼や
き
陶と
う
友ゆ
う
会か
い

関
係
者
に
よ
る
説
明
会
に
参
加
し
、

彫
り
の
作
業
が
あ
る
出
石
焼
に
魅

力
を
感
じ
、
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
協
力
隊
に
応
募
し
、
永な
が
澤さ
わ
兄け
い
弟て
い

製
陶
所
の
永
澤
師
匠
の
下
で
学
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
思
い
の

外
師
匠
が
優
し
く
て（
笑
）、
将
来

を
見
据
え
た
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
あ
り
が
た
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
一
番
苦
労
し
た
点
は
、
削
り
作

業
で
す
。
磁
器
は
陶
器
と
は
性
質

が
異
な
っ
て
繊
細
で
す
。
ろ
く
ろ

で
の
削
り
作
業
は「
削
れ
た
」と
思

っ
て
も
触
る
と
ガ
タ
ガ
タ
だ
っ
た

り
、
ゆ
が
ん
で
い
た
り
、
た
く
さ

ん
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

協
力
隊
の
卒
業
後

　
現
在
は
、
師
匠
に
確
認
し
て
も

ら
っ
た
作
品
を
商
品
と
し
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に
協
力

隊
の
3
年
間
の
任
期
が
満
了
し
ま

す
が
、
協
力
隊
卒
業
後
も
引
き
続

き
出
石
焼
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
変
わ

ら
ず
技
術
習
得
に
専
念
す
る
た
め
、

師
匠
の
下
で
働
き
、
指
導
を
受
け

る
予
定
で
す
。

　
地
元
に
密
着
し
、
出
石
焼
を
盛

り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
出
石
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
一

度
、
永
澤
兄
弟
製
陶
所
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　都市部から地方への移住を促進する国の制度
「地域おこし協力隊」。個性溢れる隊員自らが活動
を紹介するシリーズ！
　　　　　《問合せ》環境経済課☎21-9096

vol.21
出石焼の伝統技術継承

上
か み

垣
が い と

内 創
そ う

　大阪府八尾市出身。野
球好き（阪神ファン）。高
校・短大・職業訓練校で
陶芸を学ぶ。2020年４月
から出石焼の伝統技術継
承を目指し活動。今年３
月に任期満了で退任する。

会社などの広告を掲載しませんか

2023年度 市広報・ホームぺージ等への掲載広告募集

▲広報とよおか ▲市ホームぺージ

▲2023年度
広告募集
詳細

　市では、来年度の市広報紙や市ホームぺージなどへ有料広告を掲載する会社、店舗などを募集し
ます。詳細は、右下の二次元コードから市ホームページを確認してください。
　なお、内容によっては掲載できない場合があります。掲載条件などの詳細は、それぞれの申込先
に問い合わせてください。� 《問合せ》秘書広報課☎21-9035

広告募集する主な広告媒体
〇広報とよおか
〇市ホームぺージバナー
〇本庁・各振興局エレベーター
〇公用車
〇ごみ収集カレンダー　など
※�広告の内容に関する全ての責任は広告主に帰
属します。市が推奨するものではありません。
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クローズアップ豊岡
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　国民年金の手続きを
　お忘れなく　

《問合せ》市民課☎21-9015または各振興局市民福祉課

手
続
き
が
必
要
な
方

�

学
生
か
ら
社
会
人
に
な
る
方

（
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
）

　
会
社
や
官
公
庁
な
ど
に
就
職
す

る
と
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
か
ら
第
２
号
被
保
険
者
に
変
わ

り
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

を
持
参
の
上
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
基
礎
年
金
番
号
は
、
公

的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職
や

退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制
度

が
移
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今

春
、就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
等
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

退
職
す
る
方
、

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
る
方

　
退
職
や
厚
生
年
金
加
入
の
配
偶

者
の
扶
養
か
ら
外
れ
る
方
な
ど

（
下
表
参
照
）は
、
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
先
は
、
市
民
課
ま

た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
で

す
。

産
前
産
後
期
間
の

　
　
　
　
　
保
険
料
免
除
制
度

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

が
、
出
産
し
た
際
に
手
続
き
す
れ

ば
、
国
民
年
金
保
険
料
が
４
カ
月

（
最
大
６
カ
月
）免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者

　

�「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
２
０
１
９
年
２
月

１
日
以
降
の
方

▼
届
出
時
期

　

�

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

可
能（
出
産
後
も
届
出
可
能
）

※�

出
産
前
の
届
け
出
は
母
子
健
康

手
帳
が
必
要

▼
免
除
期
間

　

�

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月

間
の
保
険
料
を
免
除

※�

多た

胎た
い
妊
娠
の
場
合
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の

保
険
料
を
免
除

▼
そ
の
他

　

�

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。

▼
受
付
時
間（
通
常
）

　

�

平
日（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
時
間
延
長

　

�

週
初
の
開
所
日
の
午
後
５
時
15

分
〜
７
時

▼
週
末
相
談

　

�

第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時

▼
持
参
物

　

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
、
本
人

確
認
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な

ど
）、
双
方
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
そ
の
他

　

�

代
理
者
の
と
き
は
、
対
象
者
の

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、
委
任

状
と
代
理
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所　

　
☎
22
－
０
９
４
８

豊
岡
年
金
事
務
所
か
ら

窓
口
相
談
の
お
知
ら
せ

《退職などに伴う届け出が必要な例》
こんなとき 年金の種別 届け出に必要なもの

退職したとき（20歳以上60歳未満の厚生年金・共済年金
加入者）

第２号被保険者
↓

第１号被保険者
〇�年金手帳、基礎年金
番号通知書など基礎
年金番号の分かる書
類

〇�資格喪失証明書等　
（被用者年金制度の資
格喪失日を証明でき
るもの）等

配偶者に扶養されていたが、配偶者が厚生年金、共済年
金をやめたとき、または65歳に到達したとき 第３号被保険者

↓
第１号被保険者厚生年金・共済年金加入者の被扶養配偶者本人の見込み

年収額が130万円以上になるとき

19　 広報とよおか 2023年2月号


